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地
震
災
害
時
の
下
水
道

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
の
夕
刻
に
発
生

し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
は
元
日

の
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
時
間
帯
に
発
生
し

た
。
し
か
も
多
く
の
家
で
は
折
悪
し
く
帰
省

中
だ
っ
た
家
族
も
居
て
、
被
災
者
の
数
が
増

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
き
な
地
震
に
よ
る

被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
た
び
に
思
い
出

す
の
が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
取
材
し
た

下
水
道
関
係
者
の
言
葉
だ
。

　
「
上
水
道
は
、
給
水
車
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
配
布
等
で
早
い
時
点
で
の
対
応
が
可
能
だ

が
、
下
水
道
が
被
害
を
受
け
る
と
排
泄
が
困

難
に
な
り
、
ヒ
ト
の
営
み
に
甚
大
な
影
響
が

出
ま
す
。
早
い
話
が
、
水
筒
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
参
す
れ
ば
上
水
道
は
カ
バ
ー
で
き
る

が
、
各
自
が
排
泄
物
の
入
っ
た
袋
を
ぶ
ら
下

げ
て
歩
き
回
る
図
は
我
慢
な
ら
な
い
」

　

な
る
ほ
ど
、
臭
気
に
満
ち
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
手
に
歩
き
回
ら
れ
た
ら
大
い
に
困
る
の
は

間
違
い
な
い
。

　

そ
れ
で
も
ヒ
ト
は
排
泄
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
さ
ら
に
日
本
で
最
も
下
水
道
の

普
及
率
が
高
い
東
京
都
な
ど
は
、
人
口
集
中

に
よ
る
コ
レ
ラ
の
流
行
が
神
田
下
水
の
整
備

（
１
８
８
４
年
）
に
繋
が
っ
た
と
い
う
経
緯

も
あ
り
、
大
都
市
圏
で
は
そ
の
衛
生
環
境
に

も
下
水
道
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
東
京

都
の
場
合
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
の
み
な
ら

ず
、
雨
水
も
同
時
に
下
水
道
を
経
由
し
て
川

に
排
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
河
川
等
の
環
境

に
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

　

隅
田
川
で
行
わ
れ
る
「
早
慶
レ
ガ
ッ
タ
」

も
一
時
期
は
隅
田
川
の
水
質
悪
化
に
よ
っ
て

１
９
６
１
年
か
ら
他
所
に
避
難
し
て
い
た

が
、
そ
れ
が
下
水
道
の
整
備
と
と
も
に
〝
東

京
の
春
の
風
物
詩
〟
と
し
て
戻
っ
て
き
た
の

は
１
９
７
８
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

〝
隅
田
川
を
、
か
つ
て
の
よ
う
な
き
れ
い
な

川
に
〟
と
い
う
官
民
あ
げ
て
の
悲
願
の
結
果

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
害
状

況
を
見
て
も
わ
か
る
が
、
国
土
交
通
省
に
よ

れ
ば
、
下
水
道
施
設
が
被
災
し
た
場
合
、
公

衆
衛
生
問
題
や
交
通
障
害
の
発
生
ば
か
り

か
、ト
イ
レ
の
使
用
が
不
可
能
と
な
る
な
ど
、

住
民
の
健
康
や
社
会
活
動
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
そ
し
て
下
水
道
施
設
は
他
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
異
な
り
、
地
震
時
に
同
等
の
機

能
を
代
替
す
る
手
段
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
膨
大
な
施
設
の
耐
震
化
が
完
了
し
て
い

な
い
の
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
津
波
に
つ
い
て
も
、
下
水
道

は
自
然
勾
配
を
用
い
て
集
水
す
る
と
い
う
考

え
方
を
基
本
に
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
海

に
面
し
た
地
域
の
処
理
場
は
河
口
部
や
沿
岸

ト
イ
レ
が
使
え
な
い
…

～
震
災
時
に
備
え
下
水
道
の
耐
震
化
を
～

Ⅳ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

三
木
寛
郎

部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
津
波
の
被
害
を
受
け
や
す
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

実
際
に
能
登
半
島
の
都
市
、
内
灘
町
の
西

荒
屋
地
区
な
ど
で
は
、
上
水
道
の
２
月
末
の

復
旧
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
が
、
津
波
の

被
害
を
受
け
た
下
水
道
に
つ
い
て
は
メ
ド
が

立
っ
て
い
な
い
の
だ
。

　
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
上
下
水
道

　

と
こ
ろ
で
日
本
に
お
け
る
下
水
道
の
普
及

率
を
見
て
み
る
と
前
出
の
東
京
都
が
第
１
位

で
99
・
６
％
、
第
２
位
が
神
奈
川
県
の
96
・

９
％
、
以
下
大
阪
府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
と

続
く
が
、
今
回
被
災
し
た
能
登
半
島
を
見
て

み
る
と
、
富
山
県
が
第
８
位
（
86
・
４
％
）、

石
川
県
が
第
９
位
（
84
・
８
％
）、
そ
し
て

福
井
県
が
第
15
位
（
81
・
６
％
）
い
ず
れ
も

か
な
り
上
位
に
あ
る
の
だ
。
ち
な
み
に
、
最

下
位
は
徳
島
県
の
18
・
６
％
で
あ
る
。

　

下
水
道
の
普
及
率
に
地
域
格
差
が
あ
る
の

は
事
実
で
、
広
く
普
及
し
て
い
る
の
は
人
口

地震により浮き上がった
マンホール



25 ●月刊公論　2024. 4

時 論 公 論

密
度
が
高
い
地
域
、
普
及
が
進
ん
で
い
な
い

の
は
人
口
密
度
が
低
い
地
域
と
言
え
そ
う
だ

が
、
下
水
処
理
の
方
法
に
は
、
複
数
の
住
戸

の
下
水
が
集
合
処
理
さ
れ
る
下
水
道
だ
け
で

な
く
、
集
落
ご
と
に
処
理
施
設
を
設
け
る
集

落
排
水
事
業
や
、
家
庭
ご
と
に
合
併
浄
化
槽

を
設
置
し
て
処
理
す
る
個
別
処
理
の
方
法
も

あ
る
。
敷
設
す
る
際
の
建
設
費
や
安
全
か
つ

衛
生
的
に
使
用
を
続
け
る
た
め
維
持
管
理
コ

ス
ト
も
考
え
れ
ば
、
一
概
に
下
水
道
が
最
良

で
あ
る
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
の
だ
。

　

ち
な
み
に
日
本
の
上
下
水
道
の
普
及
率
は

96
％
と
世
界
的
に
も
高
く
、
上
下
水
道
が
き

ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
を

安
心
し
て
利
用
で
き
る
の
だ
。
世
界
で
は
綺

麗
な
水
を
口
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
国
も

少
な
く
な
い
。
な
ん
と
水
道
水
が
飲
め
る
国

は
世
界
に
12
ヵ
国
だ
け
と
さ
れ
、
ア
ジ
ア
で

水
道
の
水
が
飲
め
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

日
本
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
２
ヵ
国
だ
け

で
あ
る
。
た
だ
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
は
、

貯
水
槽
の
清
掃
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、

現
地
の
人
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入

し
て
飲
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
質
の
管
理
技
術
に
よ
っ
て
、

飲
め
る
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
さ
に
も
こ
だ

わ
っ
て
水
質
が
管
理
さ
れ
て
い
る
日
本
の
水

道
水
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
な
の
だ
。

　
首
都
圏
の
下
水
道
耐
震
化
は
急
務

　

さ
て
、
地
震
災
害
時
に
お
け
る
下
水
道
の

被
害
を
軽
減
す
べ
く
、
国
土
交
通
省
で
は
、

重
要
な
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
「
防
災
」、

被
災
を
想
定
し
て
被
害
の
最
小
化
を
図
る

「
減
災
」
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
地
震

対
策
を
推
進
し
て
い
る
（
下
水
道
総
合
地
震

数
が
大
き
な
目
安
と
な
る
と
い
う
。
築
41
年

が
境
目
と
な
る
た
め
、
築
20
年
や
築
30
年
と

い
っ
た
住
宅
で
あ
れ
ば
新
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 正
確
に
知
る
に
は
、

建
築
確
認
証
や
検
査
済
証
で「
建
築
確
認
日
」

が
１
９
８
１
年
６
月
１
日
以
降
か
ど
う
か

を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
マ
ン
シ
ョ
ン
等

に
つ
い
て
は
、
２
０
０
０
年
６
月
１
日
に

改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
（
２
０
０
０
年

基
準
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
新
耐
震
基
準
で

「
耐
震
等
級
１
」
の
取
得
が
必
須
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
築
20
年
未
満
の
建
物

に
つ
い
て
は
い
ち
お
う
耐
震
化
が
で
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
首
都
圏
に
お
い
て
、
直
下
型
地
震
の

襲
来
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
中
、
国
土
強
靭

化
の
一
環
と
し
て
も
、
下
水
道
の
耐
震
化
は

急
務
で
あ
る
。

対
策
事
業
、
応
急
復
旧
資
機
材
整
備
等
（
効

果
促
進
事
業
））。

　

ま
ず
下
水
の
耐
震
化
だ
が
、
令
和
元
年
度

末
で
全
国
の
重
要
な
管
き
ょ
の
耐
震
化
率
は

約
52
％
、
処
理
場
の
耐
震
化
率
は
約
37
％
と

依
然
低
い
状
況
だ
と
い
う
。
国
土
交
通
省
で

は
「
下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
」
な
る
も

の
を
作
成
し
、〝
大
規
模
地
震
の
発
生
に
対

し
、
住
民
の
根
幹
的
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
下
水
道
と
し
て
の
重
要
な
機
能
（
ト
イ
レ

の
使
用
の
確
保
、
浸
水
の
防
除
、
及
び
公
衆

衛
生
の
保
全
）
を
確
保
し
、
住
民
の
安
全
、

安
心
を
確
保
す
る
〟
と
し
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
下
水
道
の
耐
震
化
に
は
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
あ
る
。

　

耐
震
化
と
い
え
ば
、
今
回
の
能
登
半
島
地

震
で
も
多
く
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
て
い
る

が
、
古
い
住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
は
築
年

【下水道普及率】
都道府県別ランキング

（２０２０年度末データ）

（出典：日本下水道協会 「都道府県別の下水処理
人口普及率」）

第 1 位 東京都 99.6%
第 2 位 神奈川県 96.9%
第 3 位 大阪府 96.4%
第 4 位 京都府 95.1%
第 5 位 兵庫県 93.5%
第 6 位 滋賀県 91.6%
第 6 位 北海道 91.6%
第 8 位 富山県 86.4%
第 9 位 石川県 84.8%

第 10 位 長野県 84.3%
第 11 位 福岡県 83.1%
第 12 位 宮城県 82.9%
第 13 位 埼玉県 82.4%
第 14 位 奈良県 81.9%
第 15 位 福井県 81.6%
第 16 位 愛知県 79.9%
第 17 位 山形県 78.1%
第 18 位 岐阜県 77.2%
第 19 位 新潟県 77.0%
第 20 位 広島県 76.4%
第 21 位 千葉県 76.1%
第 22 位 鳥取県 73.0%
第 23 位 沖縄県 71.9%
第 24 位 熊本県 69.5%
第 25 位 岡山県 69.1%
第 26 位 栃木県 68.2%
第 27 位 山口県 67.3%
第 28 位 山梨県 67.1%
第 28 位 秋田県 67.1%
第 30 位 静岡県 64.3%
第 31 位 長崎県 63.7%
第 32 位 茨城県 63.5%
第 33 位 佐賀県 62.7%
第 34 位 岩手県 61.8%
第 35 位 青森県 61.7%
第 36 位 宮崎県 60.8%
第 37 位 三重県 57.8%
第 38 位 愛媛県 56.1%
第 39 位 群馬県 55.1%
第 40 位 福島県 54.5%
第 41 位 大分県 52.2%
第 42 位 島根県 50.6%
第 43 位 香川県 46.1%
第 44 位 鹿児島県 42.9%
第 45 位 高知県 40.8%
第 46 位 和歌山県 28.5%
第 47 位 徳島県 18.6%


